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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社クレスコ 

 

[企業 ID]  4674 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2026 年 3 月期第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2026 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2025 年 11 月 6 日 

 

[ページ数]  25 

  

[時間]   15:30 – 16:03 

（合計：33 分、登壇：28 分、質疑応答：5 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役 社長執行役員  冨永 宏（以下、冨永） 
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登壇 

 

司会：皆様、お待たせいたしました。ただいまより、株式会社クレスコ、2026 年 3 月期第 2 四半

期決算説明会を開催いたします。 

お忙しい中、ご視聴くださいまして誠にありがとうございます。本日は代表取締役社長執行役員、

冨永宏より 2026 年 3 月期第 2 四半期決算、2026 年 3 月期の見通しについてご説明し、その後に

質疑応答の時間を設けております。 

ご質問は、画面下の Q&A のボタンよりご質問内容をご入力いただき、送信をお願いいたします。

送信は説明の途中でも可能となっております。お送りいただいたご質問はこちらで代読し、出席者

よりご回答申し上げます。 

なお、時間の関係で、全てのご質問にお答えできない場合がございます。あらかじめご了承くださ

い。本日の説明資料ですが、ダウンロード用の URL をチャット欄にお送りしておりますので、ご

活用ください。 

説明会の終了時刻は 16 時 30 分を予定しております。終了後にアンケート画面が出てまいります

ので、こちらもご回答のご協力をよろしくお願いいたします。それでは早速始めさせていただきま

す。冨永社長、よろしくお願いいたします。 
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冨永：皆さんこんにちは、クレスコの冨永です。本日もお忙しい中クレスコの決算説明会にお集ま

りいただき誠にありがとうございます。それでは早速第 2 四半期の決算の状況をご説明します。 

まず決算のポイント、主な取り組みから、組織面から少しお話させていただきます。4 月の部分に

関しましては前回、第 1 四半期のときにご説明してますので、上の二つに関しましては割愛させて

いただきます。7 月 9 日のところからご説明します。 

7 月 9 日、新しい開発拠点である Teq-C いうものを開設しました。今まで私どものプロジェクト

ルーム、いろんないろんなお客さん のプロジェクトルームが様々なところに存在してましたが、そ

れを 1 カ所に集約しまして、かなり設備投資もしまして、この 7 月にオープンして 400 人強の人

間をここで仕事をしてもらうという形で今やっております。 

次に 8 月 25 日のところ。これはクレスコ北陸が M&A として製造業向けのシステム開発を得意と

するエイプスという会社を買収しております。10 月 1 日付での買収という形で決議しておりま

す。 
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この会社は製造業に非常に強い、タイヤメーカーさんに非常に強いソリューションを担いでおりま

して、ずっと長くタイヤメーカーさんと密に仕事をしておるところなので、北陸との製造業でのシ

ナジーが発揮できるという視点で今回、グループに入ってもらったというところです。 

最後のところ、9 月 9 日にクレスコ・ジェイキューブ社が IBM の i ビジネスに強みを持つアイエス

テクノポートという会社の買収を決議しております。 

この会社は 1 年前、24 年の 4 月からクレスコ・ジェイキューブとは業務提携的な動きでずっと一

緒に仕事をしてまいった企業でございます。 

この IBM の i ビジネスっていうのは少しレガシーなシステムで、このビジネスに IBM さん自体も

かなり技術的にも注力して、ソリューションとしてもかなり盛り上げていくという方針ですので、

クレスコとしても IBM さんの方針に乗った形で、ここの技術者もかなり強化していくというとこ

ろでこのアイエステクノポートの買収を決議しております。 

 

続いて、事業関連になります。一番上のアイオス社の三菱 UFJ 信託とのお話は 5 月 1 日の話です

ので前回ご説明させていただきました。10 年間のパートナーシップ基本合意書というのも三菱

UFJ 信託と結んでおります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

5 
 

続いて 8 月、Sonar 社、スイスにある Sonar 社、デジタルソリューションです。ビジネスパート

ナー契約を締結しております国内初の SonarQube ゴールドリセラーパートナーとなりまして、

Trust Code Hub というものをソリューションとして提供し始めました。 

これは Code って書いてますけど、プログラムです。コーディングって私どもよく言いますけど、

プログラミングの信頼性を上げるようなソリューションです。 

これを国内初めて担いでゴールドパートナーという形になりましたので、今お客様に少しずつこの

Code の信頼性を上げるという形でお客様に提案して受注が始まっているという段階に来ておりま

す。 

 

では、数字面ご説明します。上のコメントですけど米国による保護主義的な通商政策発表をきっか

けに国内企業の業績の先行き不透明感が強まっております。 

一部の業種では IT の投資抑制の動きも見られております。ただし、デジタルソリューション関連

分野の引き合いは非常に増えておりまして、新規の連結効果もありまして前年同期比で 8.6%の増

収という形になりました。 
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続いて 2 点目、不採算プロジェクトがこの第 2 クォーターで少し発生しました。前回の第 1 クォ

ーターの発表時、多少くすぶっているものがあるっていうご説明をしたと思いますがこの 7 月から

9 月の間でちょっとマイナスのプロジェクトがありまして、営業利益が少し影響を受けて同 4.3%

の増益にとどまっていると。 

金融の収益、金融時セグメントこれも後で説明しますけど、ここも少し減少して経常利益も同

3.8%増益にとどまるという形で、申し訳ないです。金融収益というのは金融の投資商品です。そ

の辺の収益も今回からそんなに投資有価証券に対する力をそんなに入れてませんので、そこの部分

は昨年よりは減っているというご理解でいいと思います。 

そして 3 点目資本コスト経営の観点から投資有価証券を一部売却しております。売却益は 3 億出て

おります。その影響もありまして純利益が 9.3%の増益という形になりました。 

2Q の累計の表のところ、真ん中のあのオレンジのところのボックスを説明します。売上は 309 億

5,200 万という形で前年から 8.6%増です。売上総利益 59 億 8,100 万これが 7.9%増、営業利益が

27 億 2,000 万、4.3%増、経常利益が 28 億 6,700 万、3.8%増。純利益が 20 億 5,400 万で 9.3%増

という形でいずれも増収増益で終わることができました。 

一番右側に業績予想のボックスがありますが、この業績予想に対しては、少し足らなかったのが売

上がここの数字書いてますけど 99.5%なので、ほぼ 100%に近い数字ですけど若干足らなかったと

いうのが売上でございます。 

営業利益に関しまして 94.8%で、ここは右の数字を見ると 28 億 7,000 万に対して、27 億 2,000 万

という結果です。これが上に書いてありますほぼほぼ不採算プロジェクトの金額とほぼ一致してる

と。1 億 5,000 万ぐらいです。だからこの不採算がなければ、ほぼほぼ達成できたのかなっていう

形です。 

経常利益に関しましては、ほぼ予定どおり先ほどご説明した不採算のところがクリアできれば十分

達成できたかなっていうところです。純利益は達成できたという形になっております。 

2Q 単体のグラフは一番下のグラフに示しておりますが、上の影響、不採算の影響も多少ありまし

て営業利益率としては 10.7%という形でこの第 2 クォーターは多少昨年までに比べると落ちてると

いう形になっております。売上利益に関しましては、増収増益で終わることができました。 
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受注高・受注残高に関しましては、このグラフのとおり受注高が 8%去年より伸びてます。受注残

高に関しても 6.9%去年より伸びてると。お客様の投資意欲は旺盛という形で見ております。 

上に書いてます米国の保護主義的な通商政策への警戒感から一部に投資抑制の動きは見られました

が、企業の DX 推進ニーズは以前堅調な状況でございます。受注は伸びてると。 

あとグラフで折れ線のところで社員数も 3,264 というのが去年の社員数ですけど、来年の社員も、

新卒が 250 前後入ってくる予定に現時点でなっておりますので、3,500 を超えるクレスコグループ

になるかなっていうふうに来年度のスタートとしては見ております。 
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セグメントごとに少し概況を説明させていただきます。まず IT サービス事業のエンタープライズ

のところです。右上のグラフ、円グラフにありますとおり、全体の 36.8%をこのエンタープライズ

セグメントが占めております。 

上の真ん中にサブセグメントとしてこういう企業だよっていうのは書いてますけど、情報・通信、

広告、流通、運輸とか書いてますけどこういう企業をクレスコグループのお客様として相手にして

るという形です。 

売上に関しましては 112 億 7,900 万で、昨年比 6.1%増という形でこちらは情報・通信、広告の分

野において当社および一部の連結子会社で、アプリケーションの開発支援業務が増加してるという

形で増えております。 

セグメント利益に関しましても、売上の増加に伴って増えています。12 億 7,900 万で利益率

11.3%、前年同期比で 17%増という形で、伸びておりますが、これは昨年このセグメント不採算プ

ロジェクト非常に大きなものがありましたので、昨年の数字がちょっと悪すぎたっていうところも

あります。 
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ですので通常モードに戻ったというふうにご理解いただければと思います。売上の比率に比べて利

益の比率の伸びの方が大きいという形になっております。 

右側下で第 2 クォーターの単体の数字も書いてありますが、利益率はまだ 12.2%という形で多少や

っぱりまだ低いという形になっておりますので、ここはもう少し上げていくバッファがあるかなっ

ていうふうに見ております。 

 

続きまして、金融セグメントです。金融セグメントは右上の円グラフのとおり、金融は 27.4%とい

う全体感 4 分の 1 強を占めております。 

クレスコが相手にしている金融は銀行と保険、生命保険のところがメインでございます。あと証券

も多少やっております。 

売上に関しましては 84 億 7,200 万、これは微増です。わずかに増えたということです。ここは銀

行の分野において連結子会社の受注が増加したものの、保険、主に生命保険ですけど生命保険の分

野で当社の受注が伸び悩んでいるという状況です。 
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セグメント利益に関しましては 8 億 4,900 万で利益率 10%、前年同期比で 26.3%と、ここは大き

く落としてますが、ここは銀行の分野においての大型案件の受注が伸びていないということが一つ

です。 

あと、その他の分野においては一部の連結子会社で先ほどから説明している大きな不採算プロジェ

クトがこの 7 月から 9 月にかけて発生しましたので、そこのリカバリーでちょっとコストを使って

いるという形になります。 

ただ、この売上も、利益もこの第 3 クォーター以降はかなり改善の見通しが立っております。上期

受注が伸び悩んだ銀行、保険に関しましては、新しい案件の受注がやっとできてきたと。 

上期はちょっと遅れてたという延期の案件が多かったのでその延期の案件をしっかり受注段階まで

お客様と話し合って、受注が開始されて下期以降は、この第 3 クォーター以降は、金融のセグメン

トは人も増加してかなり上向いた見通しになっております。 

下の利益の面のセグメント利益がマイナスになっている面に関しましても、不採算のプロジェクト

はもう 10 月で終息しました。 

その 10 月分に関しましてもこの引当の数字として上期に乗っけてマイナス分乗っけておりますの

で下期でマイナス要因はないという状況で現在スタートしております。 

金融はセグメント利益と下に書いておりますがやっぱり若干低いと、不採算があったので若干低い

という状況にはなっております。 
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続いて、製造セグメントです。製造セグメントは右上のグラフのとおり全体の 21.4%という数字で

ございます。 

売上に関しましては 67 億 8,100 万でここは減収という形になっております。前年同期比で 8.7%

減、ここは機械エレクトロニクス分野におけるメーカーの製品開発プロジェクトの中止、あと延期

の影響を大きく受けているという状況です。 

上にサブセグメントで自動車、輸送、機械、エレクトロニクスって書いてますけど、一番打撃を受

けてるのは機械、エレクトロニクス。主に家電系です。 

クレスコは前回もご説明したと思いますけど、かなりの人数でデジタルテレビの開発とスマートフ

ォンモバイル機器の開発、組み込みソフトウェアの開発にかなり入っておりましたが、両方ともデ

ジタルテレビもモバイルの機器もかなり日本製品に関しては機種が限定されてメーカーさん自体が

そんなに開発に投資しなくなっているという状況もありまして、今それらの技術者を自動車系統に

移しております。 
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技術はやっぱり使えるものが多いですので、例えば Android 開発の技術者を自動車系に移してると

いうことを結構やっておりますので、ちょっと過渡期として少しマイナス傾向かなっていうふうに

は見えております。 

利益も同様です。利益も同様で、9.6%減。これはもう一つちょっと大きな理由があって自動車輸

送機の分野において、一部の連結子会社で収益性の高い案件が減少したということがございます。 

これは先ほど説明した組み込みのエリアではなくて、工場の部品管理とかそういうソリューション

を売ってる、提供してるグループ会社ありますけど、そのグループ会社のお客様が、一段落した、

大きな案件を昨年導入しまして、その案件が今年度は一段落して、運用の工程に入ったっていうと

ころで、今年はそこの数字が落ちているという説明がこの補足でございます。 

セグメント利益に関しましては下に書いてあるとおり、利益率としては他のセグメントよりは良い

利益率となっております。 

 

続いて、最後のセグメントです。デジタルソリューション事業最近は非常にこのデジタルソリュー

ションへのニーズが高くなっております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

13 
 

顧客の DX 実現を支援する製品サービス群です。サービスからなるソリューション群で、クレスコ

の場合は上に記載してるとおりクラウド関連だったり、RPA 関連、あと AI 関連非常に引き合いが

多くなっているという分野でございます。 

右上のグラフのとおり、全体の 14.3%がこのセグメントです。売上に関しては 44 億 1,900 万、昨

年より倍増しております。119%増ですので、昨年より倍増しているというセグメントです。 

基幹システムの導入を主力事業とする高木システム、去年 M&A して私どものグループの中に入っ

てもらいましたけど、その会社の新規連結効果に加えてあとは連結子会社においても製品ライセン

スの販売および導入支援が大幅に増加しているという状況です。 

お客様は元々クレスコの得意分野であったものづくりのところからソリューションを提供してソリ

ューションを構築していくというステータスに入ってるお客様もかなりいらっしゃいますので既存

のお客様が従来のものづくりからソリューションに切り替えてくれたというところも非常に大きな

ファクターとしてプラスのファクターとしてありました。 

利益としても上の収益が伸びたことによって利益も非常に利益率含めて、良くなってきたという形

のビジネスモデルでございます。 

下のセグメント利益のところも、この期に関しては 15%という非常に利益率としても他の 3 セグ

メントと遜色ない数字感になってきたかなっていうふうには見えております。 
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26 年 3 月期の見通しとしてご説明します。25 年 5 月 9 日に公表をいたしました下の数字、変更ご

ざいません。売上高に関しては 640 億、営業利益 70 億、経常利益 71 億 4,000 万、純利益 49 億こ

の目標感には全然変更はしておりません。 

先ほども申しましたとおり、少しへこんでいるところがございますが、全体の受注、お客様の IT

投資意欲、非常に堅調に推移していると見ております。 

また生成 AI に関しての私どもの新しい取り組みも、お客様も非常に前向きに一緒になって勉強し

て取り組んでいただいているという状況が続いておりますので、この 640、営業利益 70 という数

字感は全然変えずに、この目標に向かって今、まい進しているところでございます。 
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配当予想に関しましても、同じく変えておりません。58 円、上期 29 円、期末が 29 円という形で

58 円という数字感は変えておりません。 

今年度から配当性向を昨年までの 40%から 50%に変更しておりますので、右下の棒グラフ、あと

折れ線グラフを見ていただければわかりますが、昨年 40%、年間 42 円だったところを、今年は

50%、58 円まで上げるという予想で変えておりません。 

このページの一番下にちょっとぽろっと赤書きで書いてあるんですけど、自社株買いが 10 月 27

日までに終わりました。100 万株または 15 億円を上限に、自社株買い実施するっていう発表しま

したが、10 月 27 日、この前、先々週ぐらい終わっております。 
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参考のページ、ご説明します。連結子会社の変遷は、この期は変わっておりません。グループ会社

11 社でございます。先ほど冒頭で説明しました 2 社、孫会社として第 3 クォーターから 2 社加わ

るっていう形ありますが、第 2 クォーターまではこの構成は変わっておりません。 
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続いて生成 AI、非常に引き合い多い分野でございます。生成 AI 活用の取り組みの一つとして社外

に発表しております。 

リバースエンジニアリング、これは古いシステムでドキュメントも保守もあんまりできないような

システムっていうのは世の中にたくさん存在してますが、要は世の中にあるそういうシステムの知

財、動いてるものから、ドキュメンテーションを逆にする、要はリバースエンジニアリングという

のはそういうこといってます。 

ドキュメンテーション逆にしてちゃんと保守をしたり、今後のエンハンスに備えられるような、お

客様のシステムの体制を作ってあげるっていうようなサービスです。 

これがリバースエンジニアで元々あるものを、初版のドキュメント、設計書を作るっていうことが

生成 AI を使って 90%できるということが今回実現できております。 

残り 10％をエンジニアがしっかり仕上げてお客様の保守体制をしっかり作っていくという形のサ

ービスも開始しております。 

お客様によってはもう諦めてるお客様、かなりいらっしゃいますので、ドキュメントがない、もう

20 年前 30 年前の技術者が作ったものは、よくわかんないけどとりあえず動いてるからそのままだ
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というようなお客様いらっしゃいますけど、非常にリスク高いまま保守されてるお客様多いので、

そういうお客様には新しいサービスとして提供できるというふうに考えております。 

 

続いて、モビリティシステムの開発増強という形で、クレスコモビリティに関しては名古屋大学さ

んと共同研究等もやって名古屋大学さんの中にクレスコ SDV 研究室っていうのも作っておりま

す。 

ソフトウェアデファインビークル、ソフトウェアで車を動かすという考え方です。SDV に関し

て、その体験シミュレーションというのを MESH というもの、この左下の図で書いてますけど、

MESH というものを作りまして、クレスコと名古屋大学さんのワーキンググループで作っており

ます。 

当然他社さんもいっぱい入ってきて一緒に作っておりますが、クレスコがリーダーシップをとって

ここのエリアをやっているという形です。 

これをやることによって、様々なサードベンダーやベンチャーの会社の方々がこの MESH を使っ

て車の新しい開発にシミュレーションとして使って加わっていくことができるというようなシステ

ムでございます。こういうのをリリースしております。 
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続いて、先ほどもちょっと話しました、設備投資しましたけど開発拠点 Teq-C というものをこの

ような三つの写真で貼っております。 

社員の働きやすさ、コミュニケーションの活性化、コロナが終わってちょっと働くスペースをかな

り見直さなきゃいけないという形でこの 2 年ぐらいかけて検討してましたけど、しっかり今回こう

いう形で開発エリアを提供することができたという形です。お客様にも来ていただいてお客様と一

緒になって開発するという形もとっております。 
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経営ビジョンと中計は、URL ございますのでこのとおりです。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

21 
 

 

今、七つの戦略の取り組み状況はここに記載してますが、第 2 四半期までの取り組み状況は左側の

七つに対して右側で太字の部分です。ここを各戦略で取り組んでおります様々いろんなことをやっ

ております。 

特筆すべきやっぱり下から 2 番目のデジタル変革実現のところは Copilot って書いてますけど、要

は Microsoft の生成 AI の製品、これを社内でも定常化していくという形でこの上期取り組みまし

たので、こういった部分もちょっとやっぱりマイクロソフトの製品ですので、かなりコスト等とし

ては増加してるというエリアではございますが、次世代に対する投資としてしっかりこういうとこ

ろをやって、お客様の要求、ご希望に備えていくという形を社内でとっております。 
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最後のページになります。2017 年からクレスコがずっと応援し続けておりました女子プロゴルフ

ァーの金澤志奈という女子プロがおります。 

メジャー大会であるソニーオープン日本女子プロゴルフ選手権で、9 月 14 日に初優勝、8 年間応

援し続けて初優勝しました。しかもあの、国内メジャー大会ですので、トップの大会です。この初

優勝を祝しまして、クレスコでは日本経済新聞に全面広告も掲載させていただきました。 

そしてこの前 10 月 22 日には、テレビ東京さんにスポットのコマーシャルもこういうご縁もあり

まして出させていただきました。 

こういうのをちょっと突発的なものもありましたので、社内でこれも投資として広告宣伝費として

いくらかお金を支出しまして、9 月にしっかりブランディングを上げるための活動をさせていただ

いたということで最後の報告になります。 

私からの説明は以上になります。ご清聴ありがとうございました。 

司会：ありがとうございました。  
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは、これより質疑応答に移りたいと思います。ご質問は画面下の QA ボタンから

テキストにてお送りください。いただきましたご質問をこちらで代読し、出席者よりご回答申し上

げます。 

なお、本日の説明資料のダウンロード用の URL をチャット欄にお送りしておりますのでこちらも

ご活用ください。それではご質問よろしくお願いいたします。 

ご質問いかがでしょうか。せっかくの機会ですので、ぜひご質問よろしくお願いいたします。ご質

問いかがでしょうか。 

それではご質問ないようですので、以上で質疑応答を終了いたします。最後に社長の冨永よりご挨

拶がございます。冨永社長、お願いいたします。 

冨永 [M]：皆さん本当にご清聴いただいてありがとうございます。クレスコは先ほどの生成 AI を

中心にお客様のニーズに応えるっていうことが非常にこの 1 年間多くなってまいりました。 

この下期もそういう活動が非常に多くなってくるだろうなと思っております。同業の SIer たくさ

んいますけど、そこに先んじていろんな挑戦する取り組みを続けて、お客様のニーズに応えてまい

りたいと思いますので、引き続き皆様にも応援していただければ幸いです。本日はご清聴ありがと

うございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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